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Abstract ：The　objective 　of 　this　study 　is　to　analyze 　the　planning　for　cross 　ve 皿ti］ation　in　the　Fujii　KQji’s 員ve 　own 　houses

and 　dcscribe　the　characteristic 　of 　crr）ss　ventilation 　in　CHOC 册 KUK ｝り ．　Fiield　measurements 　of　themlal 　environments 　in

CHOCHJKUKYO 　were 　c〔》nducted 　in　sprlng 　and 　summer 　of2012 ．　Consequently，　iよwas 　found　Ihat　the　main 　venti 工ation 　paths

in　five　houses　 was 　changed 　from　north 　and 　south 　sides 　to　easI 　and 　west 　sides ．　The 　wind 　in　the　living　room 　and 　the　dining

room 　were 　blowing 　at　a　speed 　ofO ．1 〜0 ，4m ／s，and 　the　wind 　in　 the 　lveranda 　was 　blowing 　at　a　speed 　ofO ．2 〜0．6m ！s．

Keywords ：Fujii　Koji，CHOCHIKUKYO ，cross 　venlilation ，openings ，sensory 　temprature

要旨 ：建築家 藤井厚 二 は 自邸 を 立 て 替 え、自らが 住 む 実験 を繰 り返 した 。 本研究 の 目的は、藤井の 5棟 の 実験

住宅 の 平面計画 の 変遷過程を通風 の 観点 か ら考察す る と と もに 、聴竹居 の 室内温熱環境の 実測調査か ら風環境の

特性を実証的 に 明 らか に す る こ とで あ る。調査の 結果、住宅全体 の 通風経路 の主風向が 南北 か ら東西 へ と変化 し

て い る こ とを 明 らか に した 。 ま た聴竹居 で は 居間、食事室 、縁側 に お け る 風環境 が 異 な り、特 に縁側 の 風通 しが

良い こ とが 明 らか とな っ た。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 1，は じめ に

　 近 年、自然 エ ネル ギー
の 利用 に よ る省 エ ネ ル ギー

住

宅が 見直され て い る 。 建築家 ・藤井厚二 は 自邸を何度

も建て 替 え、自らが 住 む 生活実験 を繰 り返 した。聴竹

居 は そ の 5回 目の 最後 の 実験住宅 で あ り、藤井 の 実験

の 集大成 と し て 位置 づ け られ る。また 藤 井 は 「日本

の 住 宅」 （藤井 ，1928 ）の 中で、「わ が 国 に お け る住宅

は 高温 多湿 な夏季 に お い て 苦心が必要 で あ る コ と述

べ 、体感 温 度を考慮 した 風通 し や換気法 の 工 夫を住

宅作品 に 実践 的 に 取 り入れ て い る （堀越 ら ，1988 ；堀

越 ，1991 ）。 本研究 の 目的 は、藤井 の 5 棟 の 実験住宅

の 平面計画の 変遷過程を通風 の 観点か ら考察す る と と

もに、聴竹居 の 室内温熱環境の 実測調査 か ら風 環境の

特性を 実証的 に 明 らか に す る こ とで あ る。

　　　　　　　　 2 ．調査 の 概要

2 − 1．通風性能 の 計算

　第
一

回〜第五回 （聴竹居）の 実験住宅を対象と して、

平面図か ら通風性能を簡易的 に 把握 した。 5 棟 の 平面

図 お よび居間 の 位置 を 図 1に 示 す。住宅 の 開 口 部形 態

第
一

回 住宅

第 四回住 宅

’i／

第二 回住 宅 第 三 回住宅

聴竹居

驪 居 間

図 1　 第一
回住 宅 〜 聴竹居 の 平面図
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を検討す る た め に、宇野 ら （2000＞に よ る 「開口 比」

（8 方位 か らの見付け長さ に 対す る開口 部見付け長さ

の 比 ：図 2 ・a）を求 め た。さらに通風性能を評価す る

ため に、金澤ら （2007 ）に よる 「通風到達率 」 （8 方

位か らの 開 口 部の 見付け長 さ に 対す る室内を直接通 り

抜 け る 部分 の 見付 け長 さ の 比 ：図 2 −b） を 求 め た。ま

た生活 の 中心で あ っ た と考えられ る居間 に お け る通風

性能 を把握 す る た め に、居間の 開口比 お よ び、開 口 部

の うち外部 に 接 して い る開 口 の 開 口 比 を求め た。

2 − 2 ．聴竹 居 に お け る 室 内温熱環境 の 実測調査

　春季調査 を 2012 年 5 月 20 日 14時〜22 日 14時 に
、

夏季調査を 2012 年 8 月 5 日 14時〜 7 日 14 時 に 行

な っ た。測定点 を 図 3 に示す。当時主 に使用さ れ て い

た と考え られ る居間を中心 とした 各部屋 と屋外 に 測定

器 を 設置 した。各点 の 測定項 目お よ び測定高 さ を表 1

に 示す 。 両調査 で は、全 て の 窓 を 可能な限 り開 け た状

態 で 測定 を 開始 し た。春 季調査で は 20 日の 18 時 に

全 て の 窓 を 閉 め、21 日 の 9 時 30 分 に 再 び 全 て の 窓

を 開 け た。21 日の 18 時 に全 て の 窓 を 閉 め 、22 日の

10 時に再び 全 て の 窓を開けた 。 夏季調査で は 5 日の

18 時 に 全 て の 窓 を閉 め、6 日の 9 時 30 分 に 再 び全

て の 窓 を開けた。 6 日の 18 時 に全 て の 窓 を閉め、7

日の 9 時 30 分 に 再び全て の 窓を開けた
。
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　　　　　　　3 ．結果

よび
考

察 3 − 1 ．平面計 画 の 変遷 　 第一回〜

竹居の 住 宅全体 に おける開口比と 通 風到 達 率 およ

開
口

比の 平均値 を 図4 に 示 す 。 開 口 比 は 、 第 一 回

よ び 第 二 回住宅に お い て はおお むね南 北 に高 い 値

示 し 、 第 三回 および第 四 回住宅では 東 西 に特に 高

値に 変 化 し た。 そ の後、聴竹居では南東
、

北西に

や高い値 と な っ た 。 通 風到 達率は 、 第一回 住 宅 では

  k 方 向に特 に 高 い 値 を示 し 、第 二 回住宅 で は南東 、

北西にや や高い値を示 し たが 、第三回 住宅では 東西に

特 に 高 い値 に変化した 。第四回住 宅 では各方向 に 同程

度の値を 示した 。その後、聴竹 居 で は全 体的に
低

くな

り 、東 西 に高い 値 を 示し た 。このこ とか ら、第 一 回お

よ び 第 二 回住宅では従来 の 和 風住宅 とほぼ 同 様 に 南 北

に 風が 吹 き 抜 け るよ う に 開口 部 が設け ら れて いたこと

が 確 認 で きる 。しかし、第三回住宅以 降は 主 に東西 方

向 に開 口 を 大 きく開 け通風経路を 確 保し て いる 。 こ れ

藤 井の著書（藤井 ， 1928 ）に も 述 べ ら れ てい る よ

に 、大 阪 神 戸 付近 では 夏季 に 西風 が 多 い ためそれ

取 り入
れる た

め の工
夫

であ

と 考 え ら れ

。また通
到　　　　　．一

1 』… lr や 閣濕 L 欝鷺
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達率 は 第 三 回住宅 で 高 い 値を示 した後、第四回住宅、

聴竹居 と回数を重 ね るご とに 全 体的 に低 い 値 とな っ て

い る こ とか ら、単に 多 くの 風を取 り入れ る の を良 しと

した の で は な く生 活するの に 適度な風量 を調節す る試

行錯誤 も行な っ て い た可能性が あ る 。

3 − 2．居間 の 配置計画 の 変遷

　主 に 生活の 中心 と し て使わ れ て い た と考え られ る 居

間の 配置計画 の 変遷 を通風計画 の 観点か ら把握す る た

め に 居間 の 開 口 比を求 め た。隣室 を介 し た 開 口部 も含

め た開口 比 （以 下 「総合 的開口比 と い う。 ）を図 5 に

示す。屋外 に 直接面 した 開 口 部 の みを対象 と した 開 口

比 （以下
「
直接 開 口 比 」 と い う。 ）を 図 6 に 示 す 。 な

お、第
一

回住宅 の居間に は 屋外 に 直接面す る開 口 部 が

見 られなか っ た た め、第
一

回住宅の 直接開口比 は 全方

位 0 で あ る 。 総合的開 口 比 は方向 に ば らつ き は見 られ

る もの の 、5 棟全て 8 方位の 平均値は 0．5 〜 0．6 程度

とな っ て い る 。
こ れ に 対 して 直接開口 比 は 第三 回住宅

以降、値 が 低 くな っ て 行 き、最終的 に聴竹居 で は 南〜

西 に僅 か な値 が 見 ら れ る の み とな っ て い る。こ の こ と

か ら居 間 に お い て、屋外 に 面す る 開 口 部 か ら直接風 を

取 り入 れ る配置計画 か ら、隣接す る部屋 と連 続 させ る

こ とで間接的 に 通風を得 る配置計画 に 変化 して い る こ

とが明らか とな っ た。

　 また図面か ら確認 で きた第 三 回住宅〜聴竹居 に お け

る室内 に 設 けられ た 設備数 を 表 2 に示 す。第三 回 住宅

で は床下通風口 が 6箇所 の み で あ っ た の に 対 し、第四

回住宅、聴竹居 と回数を重 ね る ご とに 室内の 垂直方向

の 換気 設備が 増 え て い る。居間 の 開口 比 との 関係を考

え る と、家族本位 の 住宅 と して 居間中心 の プ ラ ン を 明

確 に して い く中で 必然的 に居間 が 周囲の 部屋 に 包 ま れ

て 閉鎖的な空間 とな っ て い く。そ こ で 藤井 は隣室か ら

の 間接的な 通風 環境を確保す る と ともに、設備 に よっ

て 垂直方向の 換気 ・通風を補 っ て い た と推測 され る。

3 − 3 ．室 内温 熱環境の 実 測 調 査

　春季 お よ び夏季 の 居室 ・縁側 ・食事 室 に お け る風 速

の 変動を図 7 お よ び図 8 に 示す 。 窓 が開放 さ れて い る

時間帯 の 風環境 をみ る と両季節 に お い て 外気 は 0，4 〜

1．2m ／s 程度の 風速で あっ た。こ の とき縁側に お い て、

春 季は 0．2 〜 O．4m ／s 程度 、 夏季 は 0．2 〜 0．6m ／s 程

度 の 風速 が 断続的 に 測定 さ れ て お り、通風 の 効果 が 期

待 で き る も の と考え られ る 。 居室 お よ び食事室 の 風速

は 同 程度 の 値 で、縁側 よ りは 弱 く、春季 は 0．1 〜 O．2m ／

s 程度、夏季 は 0，1 〜 0．4m ／s 程度 の 風 速 が 断続 して

吹 い た 。

　春季 の 居室 ・縁側
・食事室 に お け る SET＊の 変動を

図 9 に 示す 。 午前中の 縁側 に 日射が当た る時間帯以外

は 、居 間 は 1．0 〜 L5 ℃ 程度、食事室 は 0，5 〜 1．0℃

程度縁側 よ りも高温 だ っ た 。
こ の こ とか ら気候 の 安定

し ない 中間期 に お い て は 、例 えば、気温 の 高 い 日は通

風効果 が あ り体感 温度の 低い 縁側で 過 ごし、日射量が

少 な く気温 の 低 い 日 は 体感温度 が 比較的高 い 居室で 過

ごす とい うような、熱的特性が 異な る部屋 で の 住 み分

け が 可能 で あっ たと考 えられ る。夏季 の 居室
・
縁側

・

表 2　第三 回〜聴竹居 にお ける室内設備数

第三回 住宅 第四 回住 宅 聴竹 居

床下通風ロ 6 7 12

通気筒 （床下 →屋根 裏〉
一 2 1

導気口
一 1 1

導気筒
一 1 1

排気 口 （室 内→屋 根裏） 一 1 4

切妻通 風窓 冒 3 3

W

　 　 S
平均 値 ：O．55
第一回住 宅

　　　　 図 5

EW EW EW EW
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　　　 第二 回 住宅 　　　　　　 第三 回住 宅 　　　　　　 第 四 回 住 宅 　　　　　　　聴 竹居

居 間 に お ける 隣室を介 した開 口 部 も含 めた開 口 比 （居間 の 総合 的開 ロ 比）
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図 6 　居間に置おけ る 屋外に直接面 した開口 部を対象と した開 口 比 （居 間 の 直接 開口比）
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図 7　居室 ・縁側 ・食事室にお ける風速の 変動 （春季 ）
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図 8　居室・縁側 ・食事室における風速の 変動 （夏季）
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食事室 に お け る SET ＊

の 変動 を 図 10 に 示す。窓を開

け た 時間帯に お い て、縁側は居室 よ りも 0．5 〜 1．0℃

程度低温 または 同程度だ っ た。縁側 の 通風 に よ る体感

温 度 を下 げる効果が 現 れ て い る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4 ．ま とめ

　藤井 の 五棟の 実験住宅 の 平面計画 の 変遷過程を 、 住

宅全体の 開 口比 と通風到達率お よ び 居間の 開 口 比 を 求

め る こ とで 分析 した。また聴竹居 に お い て、2012 年

5 月 お よ び 2012 年 8 月 に、室内温熱環境の 実測調査

を行なっ た
。 そ の 結果、住宅全体 の 通風経路 の 主風向

が第二 回 まで の 南北 か ら第三 回 以 降 の 東西 へ と変化 し

て い る こ とが 明 らか に な っ た。また、居間中心 の プ ラ

ン を明確 に して い く中で、居間 が 周囲の 部屋 に 包 ま れ

て 閉鎖的 な 空間 と な っ て い くこ と を、隣室 か らの 間接

的な通風環境 を確保 す る と と もに
、 設備に よ っ て 垂 直

方向 の 換気 ・
通風 を補っ て い た もの と推測 され る。

一

方、聴竹居 で は、居 間、食事室、縁側 に おける風環境

が 異 な り、特 に 縁側 の 風通 し が 良 い こ とが 明 ら か と

な っ た。そ の 風環境 の 違 い に よ り体感温度の 異な る 部

屋 を、そ の 日の 気 象条件 に よ っ て 使 い 分け る こ とが 可

能で あ っ た と考 えられ る 。
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図 10居間 ・縁側 ・食事室における SEP の変動 （夏季 ）
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